財政難なのに中学校でも導入の動き…
	佐賀県鳥栖市からの報告


田 中 洋 子　鳥栖市議会議員
佐賀県鳥栖市における「むし歯予防」の一環としてのフッ素洗口は、２００３年（平成１５年）、７校ある小学校のうち１校をモデル校として実施し、翌０４年度から全小学校に導入し、現在に至っています。

　ところが、市教育委員会は、今年２月に中学１、２年生の保護者を対象としてフッ素洗口のアンケート調査を行なっています。アンケートの内容は、「中学校でも行った方がよいと思いますか。よいと思う。行う必要はないと思う。その理由についてお伺いします」というものです。

　このアンケートの件で、市教育委員会に「アンケートを出したという事は、フッ素洗口実施を前提としているのですか？　保護者だけにアンケートをとって、子どもたちにはとらないのですか」と尋ねました。答えは「０７年度いつからと決まってはいない。前向きに検討しているところです。子どもたちにアンケートをとっていないのはまだ保護のもとにあるし、印鑑も要ることだし」という事でした。

　実は、今年５月より本市において、中学校の弁当方式給食が始まります。この件に関しては、保護者と子どもたちに対して、親の弁当がいいか、給食がいいかアンケートをとっているのです。フッ素洗口だけ保護者のみにアンケートをとるのはおかしいと言いましたが、あくまでも保護者の同意がいるからということです。ところが市教委は私には言わないのですが、学校現場では決まったかの如く言っているということです。教職員組合の支部の交渉の求めに市も県もなかなか応じようとしなかったり、フッ素洗口に反対の意志を表したため、学校を異動させられた養護教諭の話も聞き及んでいます。

　小学校のフッ素洗口実施の様子を、中学校より視察に行ったという事実もあります。何のためにと言いたくなります。

　フッ素洗口実施率は、高い所で９２．７%、低いところで７９．６%です。

　例えば、低いところの小学校の学年毎の実施率を調べてみますと、１年生８６％、２年生８９％、３年生８２％、４年生７０％、５年生８２％、６年生７０％です。

　高学年になるに従い、味がいやとか、めんどうくさいとかで少なくなっているようです。

　中学生にもなって、洗口液を口に含んでガラガラぺッと人の前で吐き出すのは、羞恥心も出てくるし、耐えがたいことではないでしょうか。

　０７年度予算として、フッ素洗口には、小学校へ県から１／２の補助で、幼稚園、保育園へはカットされ、市が１００％支出しています。また、０７年度よりフッ素洗口の全ての新規事業には、県より補助金が出ず、従って鳥栖市の中学校における新規事業としてのフッ素洗口導入は、市単独での１００％支出になるわけです。財源不足といって、あらゆるところで市は予算を削減しているのにおかしな話です。
　一度導入されたら、中止するのは大変困難なことだと、小学校での導入で経験しました。何としても中学校導入阻止に向けていかねばと思う現状です。
